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地域の概要

位置
長門市は県北西部に位置し、北は日本海に面しており、対馬海流

の影響を受け気候は比較的温暖な地域である。
油谷河原は市の西部に位置し７つの集落で構成された地域である。
平成9年度に全地域で大区画(1ha区画)のほ場整備が完了している。

経緯
地域の担い手となる営農組織の存在
・平成3年5月 油谷河原土地改良区を設立
・平成5年2月 河原営農改善組合を設立2・
・平成14年9月 農事組合法人河原を設立
・平成18年度に農地・水・農村環境保全向上活動実験事業を実

施(約53ha)
・平成19年3月28日 河原地域資源保全会を設立（約62ha）

資源
田 66.7ha 畑 1.0ha 水路 20.0km 農道 8.8km
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構成メンバー

共同活動

・ 農業者（４３戸）

農事組合法人河原

・ 非農業者等・・・8組織

河原水利組合

油谷河原土地改良区

シルバー人材センター

NPO法人 しぜんとあそび隊

長門市立油谷小学校

菱海保育所

河原自治会

棚田数え唄

営農活動

・ 農事組合法人河原 (農業者35戸)

JA長門大津(油谷支所)
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「農地・水保全管理支払交付金」について想う

５年前２ｍ近いセイタカアワダチ草の放棄田があり、長い畦畔には小笹と雑木が茂っていたこの地
域で、なんとか昔のきれいな水の流れる自然豊かな農村にしたいとの思いで、保全会を立ち上げて
地域のみんなで農業者任せにするのではなく、みんなで自分たちの住む環境を良くしていこうと取り
組んできました。

今では、みんなが保全会の取り組みに感謝され、要望なども出され、老人から子供達も積極的に
参加され、地域の中心的な存在になって来ています。

放棄田や畦畔にはコスモスが咲いたり・花蓮がきれいな花を咲かせて多くの人々が朝・夕の散歩道
にしておられ、健康増進の一助にもなり、川にはメダカ・はや・うなぎがもどってきて、田んぼにはど
じょう・タニシ・平家ホタルも見られるようになり、地域のみんながわいわいがやがやと話しながら作
業したり、集会をするようになり八幡宮のお祭りも大変にぎやかになってきました。高齢者が増えて
いく現状ですが、この取り組みが農村地域の活性化になくてはならないものになっています。

今、農村に住んでいる人たちを励まし、後継者を育てていくにはこの事業を長く継続していくことが
大切であり、また日本の農業をまもっていく道ではないかと思います。より多くの地域でこの事業に
取り組み地域ぐるみでの連帯を深め支えあっていくためにもみんなでこの事業の継続を訴えていっ
ていただきたいと思います。


